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1．はじめに 



















性化するため，Teaching Staff として卒業生を広く募っているところである． 




















なお，本活動については 2014 年 5 月 8 日付の東海新報（写真 2）にて紹介されている． 
 
表 1 平成 26 年度ボランティア活動一覧 
No. 活動期間 参加延べ人数 活動内容 




2 8 月 14 日(木)～8 月 20 日(水) 27 名 
（NPO 法人）P@ct より依頼： 
諏訪神社手摺作成，遺品捜索活動， 
泊地区長より依頼：泊地区公民館補修工事










 写真 1 活動状況           写真 2 東海新報（2014/5/8） 
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いから地域の子どもに対しこの体験教室を開催した．（写真 3）  
（2）実績報告 
  昨年度と同様に，5 月にさきたま古墳で開催された「さきたま火祭り」にて開催し，
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3.2.5 タイルボード 
（1）概要 
3.2.4 と同様の思いから，この体験教室を開催した．（写真 7） 
（2）実績報告 
11 月 1 日（土），2 日（日）に開催された碧蓮祭での同窓会イベント，「体験教室コ
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4．まとめ 
本年度も，昨年度と同様にボランティア活動を精力的に行ったが，陸前高田市等には
昨年度とはまた違った変化があった．2013 年 1 月より発足し災害ボランティアセンター








表 2 参加者一覧 
体験教室項目 参加者数 実施時期 
オリジナル黒板 70 組 5 月（火祭り） 
道具箱型筆箱 10 組 6 月（保育園） 
くるくる灯篭 24 組 7 月（おもしろ） 
タイルコースター 10 組 7 月（おもしろ） 
タイルボード 65 組 11 月（碧蓮祭） 
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